若桜町監発第38号　
平成３０年１２月２７日　
　若桜町長　矢　部　康　樹　　様
　若桜町議会議長　川　上　　　守　　様

若桜町監査委員　藤　原　重　明
同　　　　山　本　安　雄
定期監査の結果について
　地方自治法第１９９条第４項の規定に基づき定期監査を実施したので、その結果を同条第９項の規定により、下記のとおり提出します。
記
	１　監査の実施日
	平成３０年１２月２６日（水）

	２　実施場所
	役場３階　全員協議室

	３　監査の方法と
　範囲
	　税務課の所管事務のうち、次の事務に係る執行状況について職員から口述等を求めて実施した。

　○　町税の債権管理について
　○　固定資産の相続等に関することについて
○　その他、所管に関すること


	４　監査の着眼点
	（１）町税の債権管理は、法令を遵守して適正に行われているか。
（２）固定資産の相続に関わる手続き等は、適切に行われているか。


	５　監査の結果
	（1） 町税の債権管理について
各種税等の滞納の取り扱いについて、執行停止、滞納者との交渉、不能欠損に至る過程を確認するとともに、滞納者との交渉記録等も確認した。今後も、徴収努力を続けられるよう期待する。
（2） その他、所管に関すること
　償却資産の申告について、町報で申告を促しているが申告を受けるだけにとどまっている。中には、町が補助金を出した償却資産の申告が遺漏していた。税の公平性を確保するため、少なくとも過去数年の点検を実施するとともに、今後、課税漏れのないような確認方法を見つけ、改善されたい。


以上
